
令和４年度 能美学童野球連盟各大会要綱 
 

 

１． 2022 年公認野球規則、（公財）全日本軟式野球連盟 2022 競技者必携に定める規則および学童部の取決め事項を適用する。 

２． 使用球は、（公財）全日本軟式野球連盟公認Ｊ号球を使用し、大会本部で用意する（トップボール）。 

３． 試合は６回までとし、試合成立は５回。コールドゲームは３回以降１５点差、４回以降１０点差、５回以降７点差とする。決勝

戦のコールドゲームは５回以降７点差とする。（降雨コールドゲームも、５回終了にて成立するものとする。引き分けの場合再試合とする） 

４． 試合時間は６回戦、１時間３０分とする。但し、試合開始後１時間３０分経過以降は、均等回完了をもってゲームは終了する。 

５． １時間３０分終了後または、６回戦終了時による最終回終了時点で同点の場合は、後記の特別延長戦により勝敗を決する。 

６． 投手の投球制限については、肘・肩の障害防止を考慮し、１人の投手は、１日７０球以内を投球できる。試合中に７０球に達し

た場合、その打者が打撃を完了するまで投球できる。 

７． ヘルメットは打者、次打者、走者、ランナーコーチ共に着用すること。 

８． 捕手は、レガース、プロテクター、ヘルメット、マスク、ファウルカップを必ず着用する。（ブルペン、シートノック、攻守交替

時の捕手についても同様） 

９． 野球用具は、公益財団法人全日本軟式野球連盟公認の用具を使用すること。 

１０．ゲーム中の抗議は、監督並びに当該選手に限り認めるが、試合進行に協力すること。 

１１．タイムは、攻守それぞれ３回までとする。なお、延長戦（特別延長戦も含む）は、２イニングに１回とする。 

１２．１日２試合を限度とする。 

１３．ホームベースサイズは一般用を使用する。 

 

《その他の留意事項》 

１． 選手登録（ベンチ入り）は１チーム２０名以内とする。 

２． 監督の背番号は３０番、コーチは２８番と２９番とする。選手の背番号は０～２７番、３１～５７番、６１～９９番とし、主将

は１０番とする。 

３． 主将には、背号に１０番とユニホームの前面に 主 マークをつけること。 

４． ベンチ入りの大人は、監督・コーチ・スコアラー・チーム引率責任者を含めた計５名までとする。ただし、監督、コーチは成人

者でなければならない。また、熱中症対策として保護者２名以内がベンチに入ることができる。その場合は攻守決定時に人数の

確認を行いパス、チーム帽子着用にて入ること。 

※チーム引率責任者とは…チーム代表以外の方でも良いです。登録は、大会参加名簿に記載。大会毎の変更は可能。 

（ユニホーム姿の大人は３名（３０，２９，２８）とし、それ以外の方は私服、チーム帽子着用にて入ること） 

５． 監督・コーチは、選手と同一のユニホームを着用のこと（選手と意匠をそろえること）。プロ野球選手等がはいている裾幅の広い

ズボンは禁止です。 

６． リストバンド、テーピング等の使用は認めない（ただし、必要がある場合はメンバー表交換時に申し出る事）。 

７． バッティンググローブ、守備用手袋については着用可能です、ただし色は白か黒とする。バッティンググローブについては、走

者となったときは外さなくて良いですが、外す時はしっかりポケットにしまう事。コーチャーに渡す行為はしないでください。 

８． ベンチは、組合せ抽選番号の若い方が１塁側とする。 

９． 球場内での選手のバット使用はヘルメットを必ず着用し素振りのみとし、バッティング練習（バント含む）及びサイドノックは

禁止とします。 

１０．第１試合に限り外野でのノックを認める。第２試合以降はキャッチボールのみ外野にて行うことを認めますが、外野ノックは禁

止する。第一試合のチームで早めに球場入りしアップを行う場合は、アップシューズにて行い、シートノック前に速やかにスパ

イクに履き替えて下さい。第二試合以降のチームは、アップ時間が短いためスパイクで行っても良いです。 

１１．背番号の無いコーチ及び選手はベンチ及びグラウンドに入ることができない。 

１２．次試合チームのブルペン使用について、自チームが入る予定のベンチを占有しているチームの監督に許可を得て先発バッテリー

１組が使用できる。 

 



１３．シートノックは、毎試合行う。ただし、ダブルヘッダーの場合は１試合目のみ行う（後攻チームより５分間）。また、大会運営上

シートノックを行わずに試合を開始することもある。（攻守決定時に通知） 

１４．攻撃に移るときは、第一打者、次打者、ランナーコーチの４名はミーテングに入らず、直ちに所定の位置に付く事。 

１５．２試合目以降のチームは前の試合の２回終了時を目安に集合の事。 

１６．打順表は５部提出とする（１部返却）。その日の第１試合は開始予定時刻の３０分前に、第２試合以降はベンチ入り後に監督と主

将が大会本部に提出し、登録原簿と照合ののち、球審立会いのもとに攻守を決定する。 

１７．節度ある応援に努め、野次・罵声は禁止する。鳴り物での応援（笛、太鼓、ペットボトル、うちわ、メガホン等）は禁止します。 

１８．試合後のグランド整備は両チーム、応援席の整備は当該チームがあたること。（半ズボンでのグランド整備は禁止する） 

１９．選手は必ずスポーツ傷害保険に加入していることとし、ゲーム中事故が生じた場合は、主催者は応急処置をするが責任は無いも

のとする 

２０．組み合わせにより、塁審及び記録にあたるチームの係は試合に遅れないように注意すること。 

２１．開会式の入場行進への参加は、各大会で提出頂く出場選手名簿の登録選手のみとする。新人大会のみ全員参加できます。アップ

シューズまたはズックを履くこと。 

２２．抽選会は、監督・主将もしくは、代理・選手が参加すること。 

２３．バットボーイ・ボールボーイは必ずヘルメットを着用すること。 

  （ファウルボールを取りに行く等、ベンチから出る場合は必ずヘルメットを着用すること） 

２４．原則として、三塁側を給水、一塁側をボールボーイの係りとする。またボールボーイは基本的には控え選手が任務にあたるもの

とする。 

２５．放送室に入るアナウンス係は各チーム２名までとする。 

２６．プレー中は、ネクストサークル内ではボールを避けられる姿勢で待つ。プレー中の投球に合わせての素振りやタイミングをとる

行為は禁止とする。 

２７．投球練習時、ベンチ前での素振りを禁止とする。 

２８．左袖には石川の文字しか入れないこと。 

２９．連盟・スポ少のワッペンは、その年度内だけ使用しても良いこととする。 

３０．ベンチ内での電子機器類（携帯電話、パソコン等）の使用を禁止する。ただし、電子スコア記録用として１台の使用を認める。

指示用メガホンはベンチ内に限り１個の使用を認める。 

３１．選手宣誓は、各大会の抽選会で予備抽選１番くじを引いたチームの主将とする。ただし新人大会以降に一度選手宣誓しているチ

ームが１番くじを引いた場合は、２番くじを引いたチームの主将へスライドする。 

３２．第３位の表彰式が終わるまで次試合のチームはグランドに入らないこと。次試合は表彰式終了後３０分とする。 

３３．ミラーサングラスの使用は禁止とする。 

３４．シートノックは、補助員としてコーチを認める。 

３５．投手交代に伴う守備位置変更の際の守備練習は、当該者のみ許可する。 

３６．試合にあたり、指導者・保護者は紳士的に振る舞うこと。（暴力、暴言、野次、罵声の禁止） 

 

《特別延長戦》 

1. 継続打順で、前回の最終打者を１塁走者とし、その前の打者を２塁走者とする。すなわち、０アウト１・２塁の状態にして１イニ

ング行い、得点の多いチームを勝ちとする。勝敗が決しない場合は、さらに継続打順でこれを繰り返す。なお、通常の延長戦と同

様に規則により認められた選手の交代は許される。 

2. ８回（特別延長戦２イニング）を完了しても決着がつかないときは、抽選で勝敗を決する。 

 

《シード制の適用について》 

１． 新人大会の優勝、準優勝チームは、次年度の春季大会のシード権を得る 

２． 春季大会の優勝、準優勝チームは、当年度の夏季大会のシード権を得る 

３． 夏季大会の優勝、準優勝チームは、当年度の秋季大会のシード権を得る 

令和 4 年 7 月改訂 


